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(要旨の例) 

メダカは何色を好むのか 

村井 正俊、安居 佑季⼦、桝谷貴洋 

京都吉⽥⾼校 ⽣物部（指導教諭 ⽊村 泰久） 
 

目的：⾊彩は⼈において空間や時間感覚を変化させ、⾷欲や集中⼒なども変化させることができ

る因⼦である。この⾊彩を利⽤して、教室、職場、病院などの内壁⾊が⼯夫されている。我々 

は、このような⾊彩による⾏動への影響が本当にあるかどうかを、メダカをモデル⽣物として検

討した。 

実験方法：透明プラスチックの⽔槽を⽤意した。しきり板（プラスチック製の定期⼊れ）を３枚

と数⾊の⾊紙を⽤意した。⽤意した定期⼊れに表裏異なるように⾊紙をいれ、それぞれの⾊彩室

が同じ⾊になるように槽の側⾯、底⾯に⾊紙 

を貼った。残された⾊以外は全て⽩紙で囲ん

だ（図1）。 

2-3⽇汲みおいた⽔を⽔深5 cmになるように⼊

れ、メダカを1-2尾⼊れ、100W電球による⽩

⾊光線を⼀方向から照射して、照度を⼀定に

した。図1 に⽰すように、上部に透明プラス

チック板をおき、メダカが遊⾛する⾛⾏をト

レーシングペーパーでなぞり、⾛⾏時間と移

動点を記録した。⾊彩室の⾊を変えて繰り返

し実験を⾏った。 

実験結果：メダカの⾊彩室の⾊と滞在時間について、表1にまとめた。その結果、メダカは⻩緑⾊

を最も好むことがわかった。⾊彩室に集積した割合は、⻩緑⾊>>紫>緑の順であり、⾚⾊、橙⾊、

藍⾊は敬遠される⾊であることがわかった。また、⼆尾のメダカを同時に観察しても、⾊彩室に

滞在する⾊は変化がなかったことから、メダカは正確に光の波⻑を選定していることがわかった。

さらにメダカによっては⽩⾊の室に静⽌し、動きが少ないものもいたが、このメダカは⾊彩感覚

に異常をきたしているか、沈着な性向を持つ可能性がある。 

メダカが⻩緑⾊室に滞在する傾向があるのは、⽣来の好む⾊を反映しているのか、⽣活環境を記

憶しているのか判定するのは難しいが、今回の実験でメダカが好まなかった⾊で⽣育させたメダ

カを⽤いるなどの⼯夫をするとわかるかもしれない。 
 

 

注）これはメダカの実験大澤一爽著（共立出版）を例に作製したものです。 

 

ポスター 

番号 

（余白） 


